





れ も甚大 な被 害 をもた らした。 全 国知事会
(2016)に よると,2016年 4月 14日 21時 26分頃 ,

























































































に喜べないとい う苦渋が語 られた。 しかし,家族
や周囲が 島認|め てぐれたノ感覚が,他者への 2:′
副ノヘ繋がっていた。Dは他地域から被災地へ就
職したばかりであった。自治体職員としての責任














4″′″の:方々′の み物 に支えられ,新 しい街づく
りへの志向性が高まっていた。
2)研究協力者に共通したPTG



























向き合 うこと (出来事を理解 しようとし, どのよ
うに受け入れることができるのかを模索していく
こと)」 が見られた。 これは,宅 (2014)の 見解
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